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令和3年度（公社）富谷市シルバー人材センター安全標語
毎月１日・１５日は「安全の日」です。

注意力  宿る心に  事故はなし
最 優 秀 賞

富ヶ丘南部班 熊谷　信一
くま がい しん いち

富谷宿観光交流ステーション「とみやど」の建物施設を清掃する会員の皆さん※撮影のためマスクを外しています

第46号　（公社）富谷市シルバー人材センター　令和3年9月15日発行
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当
セ
ン
タ
ー
は
平
成
15
年
４
月
よ
り
事
業
を
開
始
し
、
本
年
度

で
19
年
目
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
第
１
次
「
行
動
計
画
」
策
定
か
ら

第
２
次
、
そ
し
て
第
３
次
を
策
定
し
、
今
日
ま
で
運
営
推
進
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
間
、
富
谷
市
の
人
口
は
令
和
２
年
９
月
30
日
現
在
５
万
２
４
８
３
人
、
こ
の

内
65
歳
以
上
は
１
万
９
９
３
人
で
高
齢
化
率
は
20
・
９
％
と
県
内
で
は
一
番
低
い
率
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
全
国
的
に
は
28
・
４
％
と
高
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

一
方
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数
は
全
国
的
に
高
齢
化
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
平
成
30
年
度
の
５
０
０
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
契
約
金
額
に

お
い
て
も
、
同
年
度
の
２
億
６
５
０
０
万
円
か
ら
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

大
き
な
要
因
と
し
て
は
世
界
的
大
流
行
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
も
の

で
す
が
、
世
の
中
の
経
済
状
況
や
生
活
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
期
間
中
、
適
正
就
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
則
り
、
適
正
就
業
を
推
進
し
、
契
約

内
容
の
見
直
し
を
行
い
、
請
負
契
約
か
ら
派
遣
契
約
へ
の
切
替
え
を
図
り
ま
し
た
。

こ
の
様
な
環
境
変
化
に
よ
り
、
前
年
比
増
の
会
員
目
標
値
や
契
約
金
額
の
目
標
を
見
直

し
、
第
４
次
中
期
「
行
動
実
施
計
画
」（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
２
５
）
の
策
定
を
行

い
ま
し
た
。

ね
ら
い
と
し
て
は
、

〇
会
員
と
な
る
人
は
シ
ル
バ
ー
に
何
を
求
め
て
い
る
か
。

〇
そ
れ
に
応
え
る
魅
力
の
あ
る
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
か
。

〇
そ
れ
ら
に
対
応
出
来
る
よ
う
実
施
す
べ
き
事
業
や
会
員
の
希
望
に
合
っ
た
就
業
先
の
確

保
に
努
め
る
。

〇
特
に
女
性
会
員
が
活
躍
出
来
る
機
会
の
確
保
に
努
め
る
。

〇
発
注
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
会
員
の
育
成
、
技
術
向
上
、
接
遇
向
上
に
努
め
る
。

な
ど
を
考
え
方
の
柱
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
書
を
今
後
の
事
業
運
営
の
指
針
と
し
て
、
目
標
が
着
実
に
達
成
さ
れ
る
よ
う

関
係
各
位
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【計画の数値目標】
１．会員数
・目標会員数の5ヶ年計画
会員数の目標値は全シ協の算出方法（増加率5.8％）に
より目標会員数を設定

【計画目標と取り組み・重点施策】
１．会員の増強
【重点項目】会員増強施策、会員資質向上、未就業会員の解消
・会員・役員による１人１会員加入促進
・普及啓発活動の強化による入会促進（PR方法の検討）
・女性会員の増強（女性の仕事確保）
・接遇講習会実施による会員資質の向上
・未就業会員に対する退会防止の推進
・夫婦そろっての入会
２．就業機会の拡充強化
【重点項目】就業機会開拓
・就業開拓員による発注者訪問による現契約継続と就業開拓
・役員による発注者表敬訪問による現契約継続と就業開拓
・空家等対策事業の推進
・技能職の後継者育成と一般市民向け講習会による新規会員入会促進を図ること
による就業確保と事業拡大
・富谷茶事業の推進による会員就業機会の創出
３．安全・適正就業の推進
【重点項目】安全就業の推進施策、適正就業の推進
・各種安全講習会、安全・適正就業推進大会の実施
・安全パトロールの実施
・緊急連絡先カード作成と携帯の推進
・健康診断受診の義務付け
・適正就業の推進
４．運営体制の充実強化
【重点項目】理事会体制、会員の自主運営体制（地域班、職群班）、事務局体制、

財務体質の強化ほか
・理事会、専門部会、専門委員会の機能充実
・地域班活動、職群班活動の活性化
（担当理事、班長、事務局、友の会との連携強化、地域貢献ボランティア活動推進）
・事務局体制の整備（職務分掌の明確化）
・財務体質の強化、財産管理の徹底
・コンプライアンス遵守の徹底
・新型コロナウイルス等感染予防対策の推進
・事業継続計画（BCP）の策定

第
４
次
中
期
「
行
動
実
施
計
画
」
策
定
に
あ
た
っ
て

第
４
次
中
期
「
行
動
実
施
計
画
」
策
定
委
員
長　

副
理
事
長　

長
谷
川　
　

宏

計　画　概　要

年度 令和2
2020

3
2021

4
2022

5
2023

6
2024

7
2025

目標会員数（人） 460 487 515 545 577 610
増減（人） △17 27 28 30 32 33
増加率（％） -3.7 5.8 5.8 5.8 5.8 5.8

年度 令和2
2020

3
2021

4
2022

5
2023

6
2024

7
2025

契約金額（千円） 253,865 260,000 262,500 265,000 267,500 270,000
請負金額（千円） 140,346 143,000 143,500 144,000 144,500 145,000
派遣事業（千円） 113,519 117,000 119,000 121000 123,000 125,000
増加率（％） -3.3 2.4 1 1 1 1

２．契約金額
・目標契約金額の５ヶ年計画
会員拡大をすすめながら、新規での就業先の開拓、職
種の開発に取り組み、５年後の契約金額を２億7,000万
円に掲げて、前年対比1.0％程度の増加率で各年度に振
り分けた
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令
和
３
年
度
定
時
総
会
が
５
月
27
日
富
谷
中
央
公
民
館
で
、
富
谷
第
１
班
木
欒
子

千
鶴
子
氏
の
司
会
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
の
た
め
、
感
染
対
策
を
徹
底
し
、
時
間
短
縮
で
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
。

鈴
木
康
夫
理
事
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
設
立
以
来
永
き
に
わ
た
り
就
業
に
携
わ
り
ご

尽
力
さ
れ
、
他
の
模
範
で
あ
る
会
員
（
13
人
）
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
表
彰

者
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

続
い
て
、
来
賓
の
富
谷
市
若
生
裕
俊
市
長
と
渡
邊
俊
一
市
議
会
議
長
よ
り
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

亀
郁
雄
事
務
局
長
よ
り
定
足
数
の
報
告
（
会
員
総
数
４
５
３
人
出
席
者
１
３
２
人

委
任
状
２
０
８
人
）
が
あ
り
、
本
定
時
総
会
が
適
正
に
成
立
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

議
長
に
日
吉
台
班
那
須
正
行
氏
を
選
出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

議
事
と
し
て
、
事
務
局
長
よ
り
、
報
告
事
項　

令
和
２
年
度
収
支
補
正
予
算
の
報

告
が
あ
り
、続
い
て
、次
の
各
議
案
が
提
案
さ
れ
、原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案　

令
和
２
年
度
事
業
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

第
二
号
議
案　

令
和
２
年
度
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て
（
監
事
渡
邉
多
久
哉
氏
よ

り
監
査
報
告
）

第
三
号
議
案　

定
款
の
一
部
改
正
の
承
認
に
つ
い
て

第
四
号
議
案　

役
員
の
報
酬
等
及
び
費
用
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
の
承
認
に
つ

い
て

第
五
号
議
案　

会
員
会
費
規
程
の
一
部
改
正
の
承
認
に

つ
い
て

次
に
事
務
局
長
よ
り
、
報
告
事
項　

令
和
３
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
長
谷
川
宏
副
理
事
長
の
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り

定
時
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

定
時
総
会
開
催
さ
れ
る

令和２年度　事業計画と事業実績、達成率 令和３年度　事業計画、会員拡大の目標数値等
区　分 目　標　値 前 年 対 比

会　 員　 数 487人 93.7％

受 注 件 数
1,700件

（内派遣65件）
94.4％

受注契約金額 260,000千円 96.3％

（受 託 事 業） （143,000千円） （95.3％）

（労働者派遣事業） （117,000千円） （97.5％）

就 業 延 人 員
51,000人日

（内派遣22,000人日）
96.2％

就　 業　 率 95％ 102.2％

粗 入 会 率 3.50％ 94.6％

項　目 事業計画 事業実績 達成率

正 会 員 520人 460人 88.5%

特 別 会 員 1人 1人 100%

賛 助 会 員 11人 11人 100%

受 注 件 数 1,800件
1,398件

（内派遣64件）
77.7%

受注契約金額 270,000千円 253,865千円 94.0%

（受 託 事 業）（150,000千円）（140,346千円） （93.6%）

（労働者派遣事業）（120,000千円）（113,519千円） （94.6%）

就 業 延 人 員 53,000人日 48,296人日 91.1%

就　 業　 率 93% 92.4% 99.4%

粗 入 会 率 3.70% 3.27% 88.4%
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山　城　靖　夫　 様
佐々木　正　夫　 様
上　野　正　雄　 様
佐　藤　瑞　敏　 様
横　橋　宗　郎　 様
加　藤　　　博　 様
渡　辺　義　光　 様
青　山　優　子　 様
吉　田　邦　雄　 様
坂　上　春　行　 様
安　田　英　明　 様
根　崎　陽　子　 様
松　元　　　守　 様

〇表彰状（永年就業された模範会員）
日 吉 台
富 ケ 丘 北 部
鷹 乃 杜
日 吉 台
富 谷 第 １
富 ケ 丘 南 部
東 向 陽 台
富 ケ 丘 南 部
鷹 乃 杜
鷹 乃 杜
あ け の 平 北
日 吉 台
あ け の 平 南

受賞者　ご芳名

十
年
を
振
り
返
っ
て

あ
け
の
平
北
班
　
　
　

安
　
田
　
英
　
明

先
日
10
年
を
越
え
て
、
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

長
い
様
で
あ
っ
と
い
う
間
の
10
年
で
し
た
。

幼
稚
園
の
送
迎
バ
ス
の
運
転
を
８
年
近
く
勤
め
て
、
今
は
富
谷
中

央
公
民
館
の
管
理
人
と
し
て
４
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

運
転
手
の
時
は
、
子
供
達
に
囲
ま
れ
て
、
今
は
図
書
室
の
好
き
な

本
に
囲
ま
れ
て
、
楽
し
く
、
や
り
が
い
の
有
る
日
々
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

さ
す
が
に
10
年
と
も
な
る
と
色
々
な
事
が
有
り
ま
し
た
。
４
人
の

両
親
を
相
次
い
で
亡
く
し
、
孫
も
中
学
生
を
頭
に
４
人
に
な
り
、
充

実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
妻
と
２
人
で
、
残
り
の
人
生
を
旅
行
な
ど
を
し
て
、

楽
し
く
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。『
す
こ
や
か
に
老
い
る
』

を
目
標
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令和３年度富谷市シルバー友の会定時総会が５月27日富谷
中央公民館で、開催されました。

笹原睦郎会長の挨拶の後、議長に鷹乃杜班の川田敏郎氏を
選出し、議事に入り、次の各議案が提案され、原案通り可決
承認されました。
第１号議案　令和２年度　事業報告
第２号議案　令和２年度　収支決算報告及び会計監査報告
第３号議案　令和３年度　事業計画
第４号議案　令和３年度　収支予算
第５号議案　令和３年度　役員選任

また、笹原会長より新役員紹介（下記写真）があり、総会
は終了しました。友の会会員の方におかれましては、新役員
名簿は「友の会だより」でご確認下さい。

鈴木康夫理事長が永年にわたり高齢者
の就業に関し多大な貢献をされたことに
対し、全国シルバー人材センター事業協
会会長より表彰を受けました。

表彰状と記念品が贈呈されましたので、
皆様にご紹介いたします。

鈴木理事長 受賞
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令
和
３
年
度
安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
が
、
７
月
29
日
富
谷
中
央
公
民
館
に
お

い
て
、
総
勢
１
２
０
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
引
続
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を
徹
底
し
実
施
し
ま
し
た
。

安
全
適
正
就
業
委
員
阿
保
一
仁
氏
の
司
会
に
よ
り
、
鈴
木
茂
則
安
全
委
員
長
の
開

会
宣
言
で
始
ま
り
、
鈴
木
康
夫
理
事
長
の
挨
拶
に
続
き
、
令
和
３
年
度
安
全
就
業
優

良
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
は
成
田
東
班
（
３
年
連
続
）、
富
ヶ
丘
北
部
班
（
２
年
連
続
）、
富
谷
第
２
班
、

あ
け
の
平
南
班
、
学
校
班
、
福
祉
班
の
６
班
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
安
全
標
語

選
考
委
員
長
渡
辺
孝
男
氏
の
選
考
基
準
と
審
査
結
果
の
講
評
後
、
82
点
の
応
募
の
中

か
ら
、
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
２
点
が
選
ば
れ
、
受
賞
者
に
賞
状
と
記
念
品
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
の
富
谷
市
若
生
裕
俊
市
長
と
渡
邊
俊
一
市
議
会
議
長
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
ま

し
た
。

若
生
市
長
か
ら
は
「
富
谷
市
で
実
施
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
集

団
接
種
環
境
整
備
従
事
に
対
す
る
会
員
へ
の
感
謝
の
言
葉
等
」
を
頂
戴
し
、
渡
邊

議
長
か
ら
は
「
子
供
た
ち
の
安
全
・
安
心
を
守

る
活
動
に
対
す
る
シ
ル
バ
ー
へ
の
御
礼
の
言
葉

等
」
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
「
栄
養
学
か
ら
見
た
健
康
対
策
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
富
谷
市
保
健
福
祉
部

長
菅
原
順
子
氏
を
講
師
に
、「
栄
養
学
の
歴
史
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
が
大
切
な
こ

と
」な
ど
、わ
か
り
や
す
く
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。

最
後
に
安
全
適
正
就
業
委
員
佐
々
木
鐵
美
氏

が
安
全
就
業
宣
言
10
項
目
を
宣
言
し
、
安
全
適

正
就
業
委
員
高
野
辰
身
氏
の
閉
会
宣
言
で
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

安
全
適
正
就
業
推
進
大
会
開
催
さ
れ
る

安
全
適
正
就
業
推
進
大
会
に

寄
せ
て

安
全
適
正
就
業
委
員　
　

山
本　

龍
二

今
年
度
の
事
故
発

生
状
況
は
、
７
月
末

に
て
既
に
７
件
発
生

し
て
い
ま
す
。
安
全
適
正
就
業
委
員
会

で
も
月
２
回
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
、
各
職
場
を
訪
問
し
て
、
現
場
で
の

安
全
就
業
へ
の
取
組
み
、
問
題
点
等
を

お
聞
き
し
て
、
委
員
会
に
て
対
策
、
改

善
策
を
協
議
し
て
参
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
屋
外
で
の
作
業
を

含
め
、
例
年
同
様
の
事
故
が
絶
え
ま
せ

ん
。
各
職
場
で
諸
事
情
は
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、今
一
度
、原
点
に
戻
り
「
自

分
の
身
体
、
職
場
の
安
全
を
守
る
」
事

に
つ
い
て
、
話
し
合
い
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
、
私
達
は
安
全
就
業
の
基
本

10
項
目
を
守
っ
て
就
業
し
、
事
故
の
再

発
防
止
と
無

事
故
を
目
指

し
て
頑
張
り

ま
し
ょ
う
！

注
意
力
　
宿
る
心
に
　
事
故
は
な
し

最
優
秀
賞

富
ヶ
丘
南
部
班　
　

熊く
ま
が
い谷　
信し

ん
い
ち一

東
向
陽
台
班　
　
　

小こ

林ば
や
し　
修し

ゅ
う
治じ

気
は
二
十
歳

　
　
身
体
は
シ
ル
バ
ー
　
自
覚
し
て

優
秀
賞

は
や
る
気
持
ち
に
　
ひ
と
呼
吸

　
　
　
　
心
静
め
て
　
事
故
防
止
！

優
秀
賞

あ
け
の
平
北
班　
　

柳や
な
が
わ川　
久ひ

さ

夫お
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富
谷
茶
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
状
況
を
報
告
致

し
ま
す
。

令
和
３
年
度
開
催
の
イ
ベ
ン
ト

〇
５
月
19
日
「
富
谷
茶
」
茶
摘
み
式
を
実
施

富
谷
市
若
生
裕
俊
市
長
は
じ
め
役
員
会
員
で
実
施
、

テ
レ
ビ
局
、
新
聞
各
社
の
取
材
も
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
植
付
け
を
し
て
か
ら
4
年
目
を
む
か
え
る
幼

木
の
苗
木
か
ら
初
め
て
茶
摘
み
を
実
施
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
ま
た
初
の
試
み
と
し
て
、「
と
み
や
ど
」

で
「
焙ほ
い
炉ろ

」
と
い
う
道
具
で
製
茶
を
行
い
ま
し
た
。

生
茶
葉
収
量
８
９
８
１
グ
ラ
ム
→
製
茶
量
１
７
４
０

グ
ラ
ム

〇
定
期
的
に
剪
定
、
施
肥
、
除
草
を
行
い
ま
し
た
。

富
谷
茶
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今
後
実
施
さ
れ
る
富

谷
宿
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
富
谷
茶
を
よ
り
多
く

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
事
業
展
開
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
て
１

年
半
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン

開
発
が
す
す
み
、
日
本
で
も
ま
ず
高
齢
者

の
方
対
象
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま

し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
２

回
済
み
ま
し
た
か
？

多
く
の
会
員
の
方
が
２
回
の
接
種
を
終

え
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

８
月
末
現
在
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
ス
ピ
ー

ド
で
拡
大
が
続
い
て
お
り
、
感
染
者
も
急

増
し
て
お
り
、
医
療
機
関
も
ひ
っ
迫
し
て

お
り
ま
す
。
感
染
力
の
強
い
変
異
株
も
確

認
さ
れ
て
お
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
宮
城
県
に
お
い
て
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
中
で
す
（
９
／
12
ま
で
）。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い

よ
う
、
会
員
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
感
染

予
防
を
徹
底
し
、
こ
の
難
関
を
乗
り
越
え

ま
し
ょ
う
。

富
谷
茶
復
活

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
つ
い
て

「
も
う
一
度
確
認
！
感
染
予
防
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

感染リスクが高まる「５つの場面」
場面① 飲酒を伴う懇親会等
● 飲酒の影響で気分が高揚すると同時に注意力が低下する。
また、聴覚が鈍麻し、大きな声になりやすい。

● 特に敷居などで区切られている狭い空間に、
長時間、大人数が滞在すると、感染リスクが
高まる。

● また、回し飲みや箸などの共用が
感染のリスクを高める。

場面② 大人数や長時間におよぶ飲食
● 長時間におよぶ飲食、接待を伴う飲食、深夜のはしご酒では、短時間の食事に比べて、
感染リスクが高まる。

● 大人数、例えば５人以上の飲食では、大声になり飛沫が飛びやすくなるため、
感染リスクが高まる。

場面③ マスクなしでの会話 場面④ 狭い空間での共同生活 場面⑤ 居場所の切り替わり
● マスクなしに近距離で会話をすることで、飛沫感染
やマイクロ飛沫感染での感染リスクが高まる。

● マスクなしでの感染例としては、昼カラオケなど
での事例が確認されている。

● 車やバスで移動する際の車中でも注意が必要。

● 狭い空間での共同生活は、長時間にわたり閉鎖空間が
共有されるため、感染リスクが高まる。

● 寮の部屋やトイレなどの共用部分での感染が疑われる
事例が報告されている。

● 仕事での休憩時間に入った時など、居場所が切り
替わると、気の緩みや環境の変化により、感染
リスクが高まることがある。

● 休憩室、喫煙所、更衣室での感染が疑われる事例が
確認されている。

・
不
要
不
急
の
外
出
を
自
粛
す
る

・
３
つ
の
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
を
避
け
る

・
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消
毒
、
う
が
い
等
の
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
を
万
全
に
す
る

・
少
し
で
も
体
調
が
悪
い
時
は
、
医
療
機
関
に
相
談
し
、
人
と
の
接
触
を
避
け
、
外
出
を
控
え
る

S I L V E R  T O M I Y A  4 6 S I L V E R  T O M I Y A  4 6-6-



会員のひろば会員のひろば会員のひろば

私のふるさとを紹介します。海・山・川の豊かな自然に囲まれ、熊野 邑
のむら

速
はや

玉
たま

大社をはじめ、世界遺産が、まちな

かに静かにたたずみ神話の時代へとつづく熊野古道が通う、和歌山県新宮市です。

日本書紀にすでに「熊野神
みわのむら

邑」という地名で登場していた新宮市。神武天皇の東征とほぼ同じころ、今から約

2200年前には秦王朝の始皇帝の命により、不老不死の霊
れいやく

薬を求めて徐
じょ

福
ふく

が新宮に渡来した伝承も

あります。中世のころには熊野三山の社務を統括する熊野別当がこの地に居所を構え、また平安時

代から鎌倉時代にかけては上皇や貴族の間で熊野詣が盛んに行われこともあり、新宮は熊野速玉大

社の門前町として大いに栄えました。

ちなみにサッカー日本代表のユニフォームのエンブレムに付いてる八
や た

咫烏
がらす

についてのお話ですが

八咫烏は日本神話で神武天皇が日向（宮崎県）から橿
かしはら

原神宮（奈

良県）へ向かう神武東征の際、山深い熊野を案内する役割を担

ったとされていて熊野那智大社（和歌山県那智勝浦町）と熊野

本宮大社（同県田辺市）、熊野速玉大社（同県新宮市）の熊野

三山に祭られ、今では日本サッカー協会の関係者がＷ杯の前な

どに参拝し、日本代表の必勝を祈願するなど、八咫烏を縁にし

た交流が続いているそうです。

民生委員・児童委員の委嘱を受けて、４年半が過ぎました。

高齢者世帯に対しての見回りや、日々の生活に問題がある方々の相談を受け、市役所の当該部

署に紹介する「つなぎ役」としての活動が主であります。

また、市役所からの調査依頼などもあります。私の住んでいる町内も最近は年々高齢者が増えてきています

が、他人から干渉される事を嫌がる人もいます。町内会の協力を得ながら、近すぎず、離れすぎず、適当な距

離感を保ちながら対応しています。とにかく、対象者と信頼関係を築く事が第一であります。

また、シルバーの会員になって９年目に入りました。学校業務員の仕事に就いていますが、70歳を超した

頃から体力的に厳しくなってきました。いくつもの持病を持ちながら、ここまで元気で仕事を続けてこれたの

は、適度な責任感と緊張感を持って生きてきたからだと思っています。

70歳は古希。「人生七十古来稀なり」と言われ、昔は70歳まで生きるのが珍しい事だったようです。今は

100歳時代といわれています。

ホープさん紹介

この度、第３の人生をシルバー人材センターに会員
登録をして、お世話になることになりました。
富谷市まちづくり産業交流プラザ「とみぷら」の受
付管理業務につく事になり、大変感謝しています。す
ばらしい先輩の皆様に指導を受け、仕事についていま
す。大変満足しており、楽しく業務に専念しています。

６月中頃にシルバーに入会し、今は「とみやど」で
清掃の仕事をしています。
働くのは２年振りぐらいなので、ちょっと緊張しま
したが、今は少し慣れてきました。
３人でシフトを決め、月10日位働いてます。
７・８月は暑くて、汗だくになりながら働いてまし
たので、早く涼しくなってほしいです。
体力の続く限り働きたいと思ってます。

富谷第１班　大槻　きみ子

シルバーに入会して

富谷第２班　中島　和広

シルバー人材センターに
会員登録して

民生委員・児童委員の活動
あけの平南班　柳山　仁志

私のふるさと紹介 富谷第２班　向井地　政治
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会 員 数

配 分 金 の 支 払 日

［ 正 会 員 ］男性 349人 女性 93人
合計442人

［特別会員］ １人　 ［賛助会員］ 11人

令和３年８月末現在

事務局
だより

編
集
後
記

（火）
12/28（火）

11/30
（金）

10/29（木）
9/30

「新入会員加入促進キャンペーン」を実施します。
ご紹介いただいた方が会員として新規入会に至った場合、
紹介会員にＱＵＯカード（500円）を贈呈します。
会員募集のチラシを一会員あたり10枚配布いたします。
チラシを利用した周囲の方への声掛け、宜しくお願いします。
【会員募集・入会説明会】
10月13日（水）　11月10日（水）　12月8日（水）
時間：午後1時30分　場所：センター会議室

「シルバーの日ボランティア清掃」について、昨年に引き続き中
止とさせていただきます。
コロナ感染拡大が続いており、止むを得ずの判断となりました。

10月は「シルバー人材センター　　　10月は「シルバー人材センター　　　
　　　　　　普及啓発促進月間」です！　　　　　　普及啓発促進月間」です！

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）
４
月
よ
り
、「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
」
へ
の
配
分

金
振
込
に
手
数
料
（
66
円
）
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

配
分
金
振
込
口
座
に
つ
い
て
、
現
在
「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
」
で
登
録
さ
れ
て

い
る
会
員
の
方
は
「
七
十
七
銀
行
」
へ
変
更
い
た
だ
き
た
く
、
ご
理
解
ご
協

力
願
い
ま
す
。

な
お
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
改
め
て
ご
通
知
い
た
し
ま
す
の
で
、
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

配
分
金
振
込
口
座
に
つ
い
て

令
和
３
年
８
月
18
日
標
記
決
議
文
書
を
富
谷
市
若
生
裕
俊
市
長
、
渡
邊
俊

一
市
議
会
議
長
宛
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
鈴
木
康
夫
理
事
長
、
長
谷
川
宏
副
理
事
長
、
亀
郁
雄
事

務
局
長
が
直
接
伺
い
、
要
請
活
動
を
行
う
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
書
面
に
よ
る
要
請
と
な
り
ま
し
た
。

要
請
の
趣
旨
は
「
令
和
４
年
度
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
係
る

補
助
金
と
公
共
事
業
の
発
注
に
つ
き
ま
し
て
、
特
段
の
配
慮
を
賜
る
よ
う
、

ご
支
援
と
ご
協
力
を
強
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う
も
の
で
す
。

令
和
３
年
度
要
請
活
動
に
つ
い
て

定
年
退
職
（
令
和
３
年
３
月
31
日
付
）
事
務
局
次
長　
　
　

日
諸
喜
代
子

再
雇
用
（
令
和
３
年
４
月
１
日
付
）
事
業
推
進
専
門
員　

日
諸
喜
代
子

事
務
局
人
事
異
動

10月は「シルバー人材センター　　　
　　　　　　普及啓発促進月間」です！

富
谷
市
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
な
ご
み
作
品
「
布
ぞ
う
り
と
カ
ー
ド
入

れ
の
セ
ッ
ト
」
が
採
用
さ
れ
、
今
回
寄
附
さ
れ
た
方
の

元
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
受
け
と
っ
た
方
に
も
大
変
喜

ん
で
い
た
だ
き
、
な
ご
み
会
員
は
「
励
み
に
な
る
」
と

感
激
し
て
お
り
ま
し
た
。

※
寄
附
者
様
の
声
（
抜
粋
）

「
布
ぞ
う
り
は
履
き
心
地
が
ス
ペ
シ
ャ
ル
に
良
い
で
す
。

カ
ー
ド
ケ
ー
ス
は
優
れ
も
の
！
必
要
な
カ
ー
ド
が
す
ぐ

に
取
り
出
せ
、
便
利
で
す
。
手
作
り
っ
て
凄
い
! !
」

富
谷
市
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
な
ご
み
作
品
が
採
用
さ
れ
る

キャンペーン

イベント中止のお知らせ
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暑
い
日
が
続
く
中
、
会
員
の
皆
様

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
か
ら
続
い
て
お
り
ま
す
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
終
息
の
無

い
ま
ま
「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

日
本
選
手
の
活
躍
は
素
晴
ら
し
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
、
我
が
国
の
お
家
芸
で
も
あ

り
ま
す
柔
道
は
男
女
と
も
「
金
」
を

獲
得
す
る
な
ど
、
暗
い
話
題
が
続
い

て
い
る
中
、
感
動
を
く
れ
ま
し
た
。

開
催
に
は
賛
否
両
論
が
あ
り
ま
し
た

が
、
私
は
開
催
し
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
号
「
シ
ル
バ
ー
と
み
や

46
号
」
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
表

紙
の
写
真
に
、
今
年
オ
ー
プ
ン
し
た

「
と
み
や
ど
」
で
会
員
の
方
々
も
働

い
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の

写
真
に
決
め
ま
し
た
。

本
誌
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
「
中
期
計
画
抜
粋
・
活
動
状

況
・
会
員
の
ひ
ろ
ば
等
」
幅
広
く
掲

載
し
て
、
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

な
お
、
本
誌
作
成
の
際
、
皆
様
か

ら
原
稿
・
写
真
の
提
供
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
関
わ
っ
て
頂
い
た
皆
様

に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
委
員　

高
橋
貞
三
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